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英語 英語表現Ⅰ 2 第 2 学年 

桐原書店「Empower English 

Expression Ⅰ-- Essential 

Course」 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

まずは例文と練習問題を通して、文法事項の理解に努めましょう。そして、各 Unit での文法事項を用

いて自分の考えや意見を英語で表現することにチャレンジしましょう。この活動に間違いを恐れずに積

極的に取り組むことで、学習事項の定着度が高まるとともに、英語の運用力が身に付きます。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第２学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 
科目・評

価 

基本的な語句

や表現を用い

て、事前に準

備した文を覚

えて発表でき

る 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

スピーチ 

 

英表Ⅰ 

スピーチコ

ンテスト 

基本的な語句や表

現を用いて、日常

生活や自分の考え

についての文を作

ることができる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

定期考査 

 

英表Ⅰ 

定期考査 

ゆっくり発話さ

れる基本的な語

句を使った英文

の概要を理解す

ることができ

る。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

英表Ⅰ 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

 

 

説明文や物

語文を読ん

で、その概要

を把握でき

る。 

ｺﾐｭ英Ⅱ 

定 期 考

査 

音読ﾃｽﾄ 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CAN-DO リストによる「話す

こと」と「書くこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

CAN-DO リストによる「聞く

こと」と「読むこと」の到達

目標を的確に評価できる方法

で実施。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part1 

Unit 1～2 

( 10時間) 

Grammar 

Focus 1-5 

文の構造・
時 制 を 学
び、学校生
活について
述べたり、
自己紹介を
英語で表現
する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

間違うことを恐れず、

積極的に情報や考えな

どについて話すことが

できる。 

“Target”のトピックに基

づき、自分自身のことに

ついてペアやグループに

発表する。 

間違うことを恐れず、

積極的に情報や考え

などについて話して

いる。 

ペアやグループでの

言語活動を観察する。 

「外国語表現の能力」S 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用して

適切に話すことができ

る。 

自分自身のことについ

て、特に「過去の出来事」

「これからの計画」につ

いてペアやグループに発

表する。 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て適切に話している。 

ペアやグループでの

言語活動を観察する。 

「外国語理解の能力」L 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用して

内容を的確に聞き取る

ことができる。 

各レッスンのテーマにつ

いての対話や説明を聞

き、質問に答える。 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て内容を的確に聞き

取っている。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

文型や現在・過去など

の時制の表現の用法を

理解する。 

例文や練習問題で意味や

用法を確認する。 

基本的な文型や時制

の用法を理解してい

る。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Part2 

From 

Sentence 

to 

Paragraph 

1 

(2時間) 

「憧れの場
所で休暇を
過ごす」と
いうトピッ
クをふまえ
て「例を出
して説明す
る」という
言語活動を
を行う。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」L 

聞き取れない箇所や未

知の語句があっても、

推測するなどして聞き

続けることができる。 

休暇の計画についての対

話や説明を聞き、質問に

答える。 

聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどして

聞き続けている。 

・生徒の様子を観察す

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

「外国語表現の能力」S 

場面や状況に応じた適

切な表現を用いて話す

ことができる。 

症状を訴える表現や助言

の表現を用いながら、ペ

アで対話をする。 

場面や状況に応じた

適切な表現を用いて

話している。 

ペアでの言語活動の

様子を観察する。 

「外国語理解の能力」L 

出来事や物事について

の説明や様々な会話を

聞いて、重要な語句な

どを手がかりにして概

要や要点を理解するこ

とができる。 

名所等についての説明を

聞き、質問に答える。 

土地や風景、歴史につ

いての説明や様々な

会話を聞いて、重要な

語句などを手がかり

にして概要や要点を

理解している。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」S 

場面や状況に応じた表

現についての知識を身

に付けることができ

る。 

対話文や例文を用いて症

状を訴える表現や助言の

表現の用法を確認する。 

場面や状況に応じた

表現についての知識

を身に付けている。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part2 

From 

Sentence 

to 

Paragraph 

2 

(2時間) 

 

「夏休みと

冬休みを比

較する」と

いうトピッ

クをふまえ

て、「２つの

ものを対比

して説明す

る」言語活

動を行う 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

読み手が理解しやすく

なるように書いたり、

書き直したりできる。 

対比・逆接のパラグラフ

構成に沿って、与えられ

たテーマについて自分自

身のことについて書く。 

読み手が理解しやす

くなるように書いた

り、書き直したりして

いる。 

・生徒の様子を観察す

る。 

・書いたものを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」W 

つながりを示す語やフ

レーズを適切に用い

て、要点が明確な文章

を書くことができる。 

対比・逆接のパラグラフ

構成に沿って、与えられ

たテーマについて自分自

身のことについて書く。 

つながりを示す語や

フレーズを適切に用

いて、要点が明確な文

章を書いている。 

書いたものを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語理解の能力」R 

つながりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を読み、論理がどのよ

うに展開しているかを

把握することができ

る。 

パラグラフを読み、その

内容を表にまとめる。 

つながりを示す語や

フレーズに注意して

文章を読み、論理がど

のように展開してい

るかを把握している。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

文と文のつながりを示

す語やフレーズを理解

できる。 

例文や練習問題を用いて

用法を確認する。 

文と文のつながりを

示す語やフレーズを

理解している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Part1 

Unit 3～4 

( 10時間) 

Grammar 

Focus6-10 

完了形・助

動詞の用法

を学び、そ

れを利用し

て自分の体

験や未来の

計画や意図

について英

語で文を書

く。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

間違うことを恐れず、

積極的に情報や考えな

どについて書くことが

できる。 

“Target”のトピックに基

づき、「自分自身の休暇の

過ごし方」について書く。 

間違うことを恐れず、

積極的に情報や考え

などについて書いて

いる。 

・生徒の様子を観察す

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

「外国語表現の能力」W 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用して

適切に書くことができ

る。 

“Target”のトピックに基

づき、「自分自身の休暇の

過ごし方」について書く。 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て適切に書いている。 

ワークシート提出に

より、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」L 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用して

内容を的確に聞き取る

ことができる。 

各レッスンのテーマにつ

いての対話や説明を聞

き、質問に答える。 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て内容を的確に聞き

取っている。 

ワークシート提出に

より、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

助動詞・完了形を用い

た構文の用法を理解で

きる。 

例文や練習問題で意味や

用法を確認する。 

助動詞・完了形を用い

た構文の用法を理解

している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part1 

Unit 5～6 

( 10時間) 

Grammar Focus 

11-15 

「日本の文

化」「私の

夢」という

テーマにつ

いて、受動

態や不定詞

の用法を学

び、それを

用いて、自

分の考えや

意見を表現

する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」L 

聞き取れない箇所や未

知の語句があっても、

推測するなどして聞き

続けることができる。 

「日本文化」の対話や説

明を聞き、質問に答え

る。 

聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどして

聞き続けている。 

・生徒の様子を観察

する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る 

「外国語表現の能力」Ｗ  

場面や状況に応じた適

切な表現を用いて書く

ことができる。 

「自分の夢」について、

不定詞や受動態などの

表現を用いながら、短い

文を書く。 

場面や状況に応じた

適切な表現を用いて

話している。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語理解の能力」L 

出来事や物事について

の説明や様々な会話を

聞いて、重要な語句な

どを手がかりにして概

要や要点を理解するこ

とができる。 

「日本文化」についての

対話や説明を聞き、質問

に答える。 

出来事や物事につい

ての説明や様々な会

話を聞いて、重要な語

句などを手がかりに

して概要や要点を理

解している。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」S 

場面や状況に応じた表

現についての知識を身

に付けることができ

る。 

対話文や例文を用いて

「するべきこと・これか

らすること」を表す表現

や「計画・義務」に関す

る表現の用法を確認す

る。 

場面や状況に応じた

表現についての知識

を身に付けている。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Part2 

 From 

Sentence    

to Paragraph  

3 

(2時間) 

順序正しく

説明する文

章のパラグ

ラフ構成を

学習し、与

えられたテ

ーマについ

て英語で文

を書く。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

読み手が理解しやすく

なるように書いたり、

書き直したりできる。 

順序正しく説明する文

章のパラグラフ構成に

沿って、与えられたテー

マについて自分自身の

ことについて書く。 

読み手が理解しやす

くなるように書いた

り、書き直したりして

いる。 

・生徒の様子を観察

する。 

・書いたものを提出

させ、その内容を

取組状況の判断材

料として活用す

る。 

「外国語表現の能力」Ｓ 

つながりを示す語やフ

レーズを適切に用い

て、要点が明確な文章

を書くことができる。 

「道案内」の内容を、順

序を示す語を用いなが

ら、パラグラフ構成を工

夫して、お互いに説明す

る。 

つながりを示す語や

フレーズを適切に用

いて、要点が明確な文

章を書いている。 

ペアワークの実施状

況を観察する。 

「振り返りシート」

などのルーブリック

評価を用いる。 

「外国語理解の能力」R 

つながりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を読み、論理がどのよ

うに展開しているかを

把握することができ

る。 

パラグラフを読み、その

内容を表にまとめる。 

つながりを示す語や

フレーズに注意して

文章を読み、論理がど

のように展開してい

るかを把握している。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

文と文のつながりを示

す語やフレーズを理解

できる。 

例文や練習問題を用い

て用法を確認する。 

文と文のつながりを

示す語やフレーズを

理解している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 



 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part1 

Unit 7～8 

( 10時間) 

Grammar Focus 

16-20 

動名詞・分

詞・使役/知

覚構文・動

名詞や分詞

を用いた構

文を学び、

余暇の過ご

し 方 や 趣

味、また公

共の場での

マナー・公

共ルールに

ついて英語

で 表 現 す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

間違うことを恐れず、

積極的に情報や考えな

どについて書くことが

できる。 

“Target”のトピックに基

づき、ペアないしはグル

ープで、それぞれ相手の

趣味について質問した

り自分自身のことに説

明する。 

間違うことを恐れず、

積極的に、話しかけ、

情報や考えなどにつ

いて知る。 

・生徒の様子を観察

する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る 

「外国語表現の能力」W 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用して

適切に書くことができ

る。 

“Target”のトピックに基

づき、自分自身のことに

ついて書く。 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て適切に書いている。 

ワークシート提出に

より、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する 

「外国語理解の能力」L 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用して

内容を的確に聞き取る

ことができる。 

各レッスンのテーマに

ついての対話や説明を

聞き、質問に答える。 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て内容を的確に聞き

取っている。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」Ｒ 

動名詞・分詞・使役/知

覚構文・動名詞や分詞

を用いた構文の用法を

理解できる。 

例文や練習問題で意味

や用法を確認する。 

動名詞・分詞・使役/

知覚構文・動名詞や分

詞を用いた構文の用

法を理解している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 

Part2 

 From 

Sentence    

to Paragraph  

4 

(2時間) 

「理由や結

果」を表現

する表現を

使って英語

でコミュニ

ケーション

活 動 を す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」S 

言いたいことに当たる

語句が思いつかなくと

も、知っている平易な

表現を用いて、話し続

けることができる。 

「自分の好きなもの」に

ついて、「理由や結果」

を表す表現を用いて、対

話をしたり、説明に対す

る質問に答える。 

聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどし対

話を続けている。 

・生徒の様子を観察

する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る 

「外国語表現の能力」W 

場面や状況に応じた適

切な表現を用いて書く

ことができる。 

「原因を述べたり結果

を説明する」表現や「自

分の好きなもの」に関す

る表現を用いながら、プ

レゼンターションの原

稿をつくる。 

場面や状況に応じた

適切な表現を用いて

分かりやすく作って

いる。 

プレゼンテーション

のファイルを提出さ

せ、その出来を評価

する。また、完成し

た生徒には実演させ

その活動の様子を観

察する。 

「外国語理解の能力」L 

原因結果・因果関係に

ついての説明や様々な

会話を聞いて、重要な

語句などを手がかりに

して概要や要点を理解

することができる。 

「自分の好きなもの」を

テーマにした、英語によ

るプレゼンテーション

を聞き、それに関する設

問に答える。 

出来事や物事につい

ての説明や様々な会

話を聞いて、重要な語

句などを手がかりに

して概要や要点を理

解している。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料と

して活用する 

「言語や文化についての知識・理解」S 

場面や状況に応じた表

現についての知識を身

に付けることができ

る。 

対話文や例文を用いて

「原因・結果」の表現や

「好きなもの」に関する

表現の用法を確認する。 

場面や状況に応じた

表現についての知識

を身に付けている。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part2 

 From 

Sentence    

to 

Paragraph  

5 

(2時間) 

手紙文の段

落構成につ

いて構成方

法 を 学 習

し、外国の

友人に手紙

を書いてみ

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

読み手が理解しやすく

なるように書いたり、

書き直したりできる。 

「時間配列」のパラグラ

フ構成に沿って、「主題・

支持・結び」という手紙

文のルールに則り 

自分自身のことについて

書く。 

読み手が理解しやす

くなるように書いた

り、書き直したりして

いる。 

・生徒の様子を観察す

る。 

・書いたものを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料と

して活用する。 

「外国語表現の能力」W 

つながりを示す語やフ

レーズを適切に用い

て、要点が明確な文章

を書くことができる。 

「時間配列」のパラグラ

フ構成に沿って、与えら

れたテーマについて自分

自身のことについて書

く。 

つながりを示す語や

フレーズを適切に用

いて、要点が明確な文

章を書いている。 

書いたものを提出さ

せ、その内容を取組状

況の判断材料として

活用する。 

「外国語理解の能力」R 

つながりを示す語やフ

レーズに注意して文章

を読み、論理がどのよ

うに展開しているかを

把握することができ

る。 

パラグラフを読み、その

内容を表にまとめる。 

つながりを示す語や

フレーズに注意して

文章を読み、論理がど

のように展開してい

るかを把握している。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

文と文のつながりを示

す語やフレーズを理解

できる。 

例文や練習問題を用いて

用法を確認する。 

文と文のつながりを

示す語やフレーズを

理解している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 

Part1 

Unit 9～11 

( 12時間) 

Grammar 

Focus 

21-27 

比較級・最

上級・関係

代名詞・仮

定 法 を 学

び、「日本と

外 国 の 比

較」、「自分

の尊敬する

人物」、「自

分のおすす

め」につい

て英語で表

現する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」W 

間違うことを恐れず、

積極的に情報や考えな

どについて書くことが

できる。 

“Target”のトピックに基

づき、自分自身のことに

ついて書く。 

間違うことを恐れず、

積極的に情報や考え

などについて書いて

いる。 

・生徒の様子を観察す

る。 

・ワークシートを提出

させ、その内容を取

組状況の判断材料

として活用する 

「外国語表現の能力」W 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用して

適切に書くことができ

る。 

“Target”のトピックに基

づき、自分自身のことに

ついて書く。 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て適切に書いている。 

ワークシート提出に

より、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 

「外国語理解の能力」L 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用して

内容を的確に聞き取る

ことができる。 

各レッスンのテーマにつ

いての対話や説明を聞

き、質問に答える。 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用し

て内容を的確に聞き

取っている。 

ワークシートを提出

させ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する。 

「言語や文化についての知識・理解」W 

比較級・最上級・接続

詞・関係代名詞の用法

を理解できる。 

例文や練習問題で意味や

用法を確認する。 

比較級・最上級・接続

詞・関係代名詞の用法

を理解している。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に付

いているかを判断す

る。 



 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Speech 

& 

Presentation 

( 1時間) 

これまでの

学習成果を

踏まえて、

指定のテー

マに関して

スピーチを

書き、クラ

スで発表す

る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」L 

聞き取れない箇所や未

知の語句があっても、

推測するなどして聞き

続けることができる。 

“Show & Tell”の題材

や、友人のするスピーチ

を聴き取り、その内容を

まとめる。 

聞き取れない箇所や

未知の語句があって

も、推測するなどして

聞き続けている。 

・生徒の様子を観察

する。 

・ワークシートを提

出させ、その内容

を取組状況の判断

材料として活用す

る 

「外国語表現の能力」S 

場面や状況に応じた適

切な表現を用いて話す

ことができる。 

「説明する」表現や「理

由を述べる」ことに関す

る表現を用いながら、ス

ピーチを発表する。 

場面や状況に応じた

適切な表現を用いて

話している。 

ルーブリック評価、

オーディエンス評価

を用いる。 

「外国語理解の能力」Ｗ 

自分の好きなものや物

事についての説明や

様々な表現を用いて、

自分の言いたい事を伝

えることが出来る。 

「好きなこと」「自分の

夢」などをテーマにした

スピーチを書くことが

出来る。 

これまで学習した文

法事項や表現方法を

理解し、それらを自分

の言いたい事を表現

するのに上手く用い

ることが出来る。 

スクリプトを提出さ

せ、その内容を取組

状況の判断材料とし

て活用する 

「言語や文化についての知識・理解」S 

場面や状況に応じた表

現についての知識を身

に付けることができ

る。 

自分の書いたスピーチ

を、句読点やイントネー

ションに留意して、説得

力のある表現を書く。 

場面や状況に応じた

表現についての知識

を身に付けている。 

言語の使用場面と働

きを意識した定期テ

ストの筆記テストに

おいて、知識が身に

付いているかを判断

する。 


